
  

◆暁の脱走 [1950 年 新東宝]  (白黒 スタンダード 110 分) 
 

［スタッフ］ 

原作  田村泰次郎 

脚本  黒澤明 

脚本・監督 谷口千吉 

製作  田中友幸 

撮影  三村明 

照明  大沼正喜 

録音  神谷正和 

音楽  早坂文雄 

美術  松山崇 

 

［出演者］ 

三上上等兵 池部良 

副官  小沢栄 

春美  山口淑子 

小田軍曹 伊豆肇 

野呂軍曹 田中春男 

山本上等兵 柳谷寛 

中隊長  清川荘司 

薫  若山セツコ 

恵子  立花満枝 

伸枝  安隻三枝 

百合  利根はるえ 

 

［解説］ 

肉体派文学を提唱し、一世を風靡した田村泰次郎による人気小説「春婦伝」を、監督デビュー3 作目の谷口千吉

が映画化した戦後反戦映画の代表作。敗戦間近の中国戦線で激しい恋に落ちた上等兵の三上（池部良）と慰問団

の歌手・春美（山口淑子）は、敵の捕虜となって送り還されてくる。二人を迎えたのは数々の汚名と上官の嫉妬。

軍曹の助けを借り、部隊からの脱走を試みる二人に、残酷な結末が待ち受けていた。谷口と黒澤明が共同で執筆

した初稿シナリオは占領軍の検閲官により何度も書き直しを命じられ、難産のうえに完成を見た作品であったが、

満洲映画協会のスター「李香蘭」として活躍していた山口をはじめ、中国で捕虜になった谷口、中国戦線に従軍

していた池部、田村と、外地での体験を持つスタッフ・キャストの結集により、日本軍の非人道的な階級制度を

激しく糾弾する野心作となった。1950 年度『キネマ旬報』ベストテン第 3 位。翌年のカンヌ映画祭へ日本から

の正式作品として出品されるとともに、香港および東南アジア諸国に輸出された戦後初の日本映画である。 

 

 

◆隠し砦の三悪人 [1958 年  東宝]  (白黒 シネマスコープ 138 分) 

 

［スタッフ］ 

脚本  菊島隆三、小国英雄、橋本忍    脚本･監督･製作 黒澤明 

製作  藤本真澄             撮影  山崎市雄 

照明  猪原一郎             録音  矢野口文雄、下永尚 

音楽  佐藤勝              美術  村木与四郎 

 

［出演者］ 

真壁六郎太 三船敏郎    雪姫  上原美佐 

百姓 太平 千秋実     百姓 又七 藤原釜足 

田所兵衛 藤田進     老将 長倉和泉 志村喬 

百姓娘  樋口年子    老女  三好栄子 

落武者  加藤武     山名の番卒 三井弘次 

人買い  上田吉二郎 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［解説］ 

時は戦国時代。隣国との戦いに敗れた秋月家の侍大将＝三船敏郎は、残された姫を擁し、隠しておいた軍用金を

掘りだして、敵中突破を図ろうとしていた。同盟国に脱出するためである。 二人の百姓を狂言まわしに使い、

お家再興にまつわる宝探し、敵中横断にともなう追っかけなどを盛りこんだ作品。襲いかかるさまざまな難関、

手に汗握るスリリングな場面が連続する。そのようなシチュエーションをいかに面白く組み立てるかに三人の脚

本家、菊島隆三、小国英雄、橋本忍と黒澤明は大いに知恵を絞ったという。観客を決して飽きさせないという決

意のようなものもうかがえるシナリオである。 この映画が製作された 1958 年は、映画館入場者数が史上最高の

11 億 2745 万人を数えた年である。この時、映画は文字どおり大衆娯楽の王者であり、そしてこの作品は、まさ

にその記念すべき年にふさわしい作品であった。「キネマ旬報」ベストテン第 2 位。1959 年ベルリン国際映画祭

監督賞、国際映画批評家賞を受賞。 

 

 

◆悪名 [1961 年  大映(京都)]  (カラー シネマスコープ 94 分) 
 

［スタッフ］ 

原作   今東光       脚色 依田義賢 

監督   田中徳三      撮影 宮川一夫 

照明   岡本健一      録音 大谷巌 

音楽   鏑木創       美術 内藤昭 

 

［出演者］ 

朝吉  勝新太郎 

モートルの貞 田宮二郎 

お絹  中村玉緒 

琴糸  水谷良重 

お千代 中田康子 

シルクハットの子分 千葉敏郎 

シルクハットの親分 永田靖 

吉岡  山茶花究 

おしげ 阿井美千子 

お辰  倉田マユミ 

お照  藤原礼子 

 



  

［解説］ 

喧嘩は強いが情けには弱い、痛快無類の好男子、八尾の朝吉（勝新太郎）の活躍を描いた娯楽映画。威勢のいい

河内弁と激しいアクションで話題を呼んだ。今東光の人気小説を大映京都撮影所のスタッフ・キャストが見事な

チームワークで映画化している。監督の田中徳三、脚本の依田義賢、カメラの宮川一夫、美術の内藤昭、照明の

岡本健一、録音の大谷巌らは、日本映画の巨匠として知られる溝口健二監督の諸作品を支えた一流のスタッフで

ある。セット、照明、撮影のコンビネーション、画面の隅々まで行き届いたその技術力を堪能することができる

だろう。撮影所という夢の工場が十分に機能していたことを知ることができる一篇でもある。モートルの貞を演

じた田宮二郎と勝新太郎のコンビも絶妙で興行的にも大ヒット、本作以降シリーズ化されて大映では 15 本製作

された。そのほとんどの脚本を手掛けた依田義賢によれば、物語はある時期からは原作を離れ、シナリオ作家の

創作だったとのことである。 

 

 

◆雪之丞変化 ［1963 年 大映（京都）］(カラー シネマスコープ 113 分) 
 

［スタッフ］ 

原作  三上於菟吉 

脚色  伊藤大輔 

〃  衣笠貞之助 

脚本  和田夏十 

監督  市川崑 

製作  永田雅一 

撮影  小林節雄 

照明  岡本健一 

録音  大谷巖 

音楽  芥川也寸志 

〃  八木正生 

美術  西岡善信 

解説  徳川夢声 

 

［出演者］ 

中村雪之丞、闇太郎 長谷川一夫 

お初  山本富士子 

浪路  若尾文子       昼太郎  市川雷蔵 

島抜け法師 勝新太郎       門倉平馬  船越英二 

土部三斎 中村鴈治郎      ムクズ  林成年 

広海屋  柳永二郎       川口屋  伊達三郎 

中村菊之丞 市川中車       岡っ引き  大辻伺郎 

  

［解説］ 

1927 年に『稚児の剣法』で林長二郎としてデビューした大スター・長谷川一夫の功績を祝するためにつくられ

た「長谷川一夫三百本記念作品」である。1935 年に衣笠貞之助監督で空前の大ヒットを記録し、長谷川の代表

作ともなった『雪之丞変化』を、同じ長谷川の主演で再映画化するという野心的な企画で、30 年近い時を経て、

妖艶な女形・雪之丞と無頼の侠盗・闇太郎の一人二役に挑んだ力演が注目される。脇役には市川雷蔵、山本富士

子、若尾文子、勝新太郎といった当時の大映の若手スターが顔を揃え、大スターの記念作品に花を添えている。

冤罪で両親を失い、歌舞伎役者に育てられ人気女形となった雪之丞が、闇太郎らの助けを得て復讐を遂げる「雪

之丞変化」。原作は三上於菟吉の小説で、1934～35 年に発表されて以降、たびたび映画化、舞台化されている。

本作で初めて時代劇を手がけた市川崑監督は、光と闇が交錯する斬新な映像、ジャズを駆使した音楽など、様々

な面で、時代劇の常識を打ち破る演出を試みている。この年の『江戸無情』が長谷川一夫の最後の映画作品とな

った。 


